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宇宙航空研究開発機構

JEM : Japanese Experiment Module （「きぼう」はJEMの愛称）
MCE: Multi-mission Consolidated Equipment
AQH: Aquatic Habitat



Japanese Experiment Module

4.3 AQH運用フロー

HTV打上げ 実験準備（装置セットアップ）

- AQH組立及びセットアップ

実験準備（装置セットアップ（続き））

及び実験開始

- 生物フィルタセットアップ
魚移送（輸送容器から水槽へ）（図1）

(a) (b) (c)

- 魚移送（輸送容器から水槽へ）（図1）
- 魚採取①

プ グレ 打上げ

AQH本体

魚輸送容器

飼育水槽

フェーズ 対象ハザード

(a)～(f) • ベントポートを有す
る機器の破損プログレス打上げ

図1 魚移送

全フェーズ る機器の破損

• ガラス破損

• 火災

• 船内空気の汚染

• 電磁適合性

実験運用 実験完

魚輸送容器
生物フィルタ 魚採取キット

(e)(d)

• 電池の破裂／漏洩

• 打上げ荷重／軌道
上荷重による構造
破壊

• 配管系からの水の
洩実験運用

- 魚採取②（図2）
- 水採取
- 水質測定
- 水補充
- 水pH調整
水交換

実験完了

- 魚採取③
- AQH取り外し

水質測定キット (f)

漏洩

• 生物試料の漏洩に
よる汚染

(b), (c) , (e) 

実験準備～

• 高温部への接触

• シャープエッジp
- 水交換
-ORU 交換（ウェストフィルタ、
ガス交換器）
-薬液による魚安楽死
(必要に応じ)
-ウェストフィルタから化学フィ

保管

多目的実験ラック
からAQHを取り外
し、きぼう内で保管

図2 魚採取

水質測定キット

アンモニア
試験キット

(f) 実験準備
運用中～

実験完了

シャ プ ッジ

• クルー退避時の障
害

• 電力系の損傷

• 回転機器の破損

• 感電ウ ストフィルタから化学フィ
ルタへの交換
(必要に応じ)

試験キッ • 感電

• 毒性物質の漏洩に
よる汚染
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帰還

薬品固定され
た魚は地上へ
帰還

(f)


